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序文

富士見村では昭和58年度から本村の南西部を中心に県営ほ場整備事業富士見

地区を実施しています。本報告書の陣場・庄司原古墳群の調査は平成元年度に

行いました。

陣場・庄司原遺跡群は大字横室に所在し、古くから本村の中でも最も遺跡が

濃密に分布するといわれておりました。特に陣場遺跡の畑地表面には多量の遺

物が散布しており、群馬大学の学生や土器・石器の収集家がたびたび訪れてい

たと聞いております。

発掘調査では部分的な調査にもかかわらず、古墳７基･方形周溝墓５基の他、

縄文時代から平安時代の竪穴住居跡200軒以上が検出され､これまで行われた調

査の中でも最も大規模な調査となりました。多量の遺物も出土しています。

都合により今回は古墳時代の墳墓だけの報告となりましたが、できるだけ早

い時期に集落部分の報告も行いたいと考えています。

地権者を初めとする土地改良関係者、村議会などのご尽力により幸いにも上

庄司原１号古墳は現地で保存されることになりました。保存整備の具体的な検

討はこれからの課題ですが、地域学習の一助として活用していきたいと考えて

います。

酷暑・酷寒の中発掘調査に従事された作業員の皆様、厳しい条件の中調査の

遂行に助力していただいた多くの皆様に心より感謝申し上げ序といたします。

平成３年３月

富士見村教育委員会

教育長鈴木清茂
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１．本書は県営圃場整備事業に伴い事前調査を行った陣場・庄司原遺跡群のうち、古墳時代の墳墓について

の発掘調査報告書である。

２．遺跡の所在地は群馬県勢多郡富士見村大字横室字陣場・上庄司原・下庄司原である。

３．発掘調査および整理事業は、国宝重要文化財等保存整備費国庫補助金、群馬県文化財保存事業費補助金、

村費、及び前橋土地改良事務所委託金を使用して行った。

４．発掘調査及び整理事業の期間は以下のとおりである。

発掘調査平成元年４月15曰～平成２年１月10曰

整理期間平成２年４月ｌ曰～平成３年３月31曰

５．調査組織は以下のとおりである。

事務局

教育長鈴木清茂

社会教育課長狩野透

社会教育係長本多幸一

調査担当

社会教育課主事羽鳥政彦

６．本書の編集・執筆、遺構・遺物の写真撮影は羽鳥が行った。遺物実測、遺構・遺物の図版トレース・版

組は舩津かほるを中心に阿久沢志津子、木暮朱実、斎藤正子、田村節子、平沢小夜子が行った。

７．発掘調査及び整理作業、さらに本書の作成にあたり下記の方々よりご指導、ご助言を賜った。記して感

謝申し上げます。（敬称略）

群馬県教育委員会文化財保護課群馬県埋蔵文化財調査事業団群馬県埋蔵文化財センター

前橋土地改良事務所富士見村役場土地改良課富士見・北橘土地改良区

相京建史秋池武麻生敏隆飯塚誠井上唯雄梅沢重昭加部二生木津博明小島敦子

小島純一近藤尚嗣坂口一桜場一寿鹿田雄三白石太一郎津金沢吉茂徳江秀夫富沢敏弘

西田健彦飛田野正佳細野高伯真下高幸松本浩一右島和夫山下歳信綿貫鋭次郎

８．発掘調査作業員は以下のとおりである。

阿久沢志津子和泉沢三重子伊藤ふさ枝大川`悦子大友里江大友美耶子金沢とみ子金子和也

金子さよ子狩野富美枝狩野正子狩野光江狩野かほる樺沢登美江木暮朱実木暮くに子

木村利男小林たく近藤千恵子坂庭けい子斎藤和子斎藤正子塩沢雪江下田ともみ

鈴木朋茂高山以津子田村節子田村テイ田村十三江中島伸幸中野きよえ奈良半平林京子

平沢小夜子蛭川桂子福田松江舩津かほる船津憲一郎

９．発掘調査によって出土した遺物は富士見村教育委員会で保管している。

10．発掘調査にご協力いただいた地元地権者、工事役員をはじめ、関係諸機関に感謝申し上げるとともに、

上庄司原１号古墳の現地保存についてご尽力いただいた方々及び諸機関に感謝申し上げます。特に村議会

総務常任委員関口隆正氏のお力添えと、土地所有者である大友正男氏のご協力がなければ果たせなかった

ことであり、改めて心より感謝申し上げます。

句



例凡

１．本書の挿図の方位は座標北を示す。

2．挿図縮尺は基本的に以下のとおりであるが、例外もあるので図中のスケールを参照していただきたい。

遺構遺物

遺跡群全体図ｌ／5000土器ｌ／３，１／４

方形周溝墓全体図ｌ／１００，１／１２０１／５（須恵器甕）

周溝土居断面図ｌ/4０鉄器刀類１／５，１／４

古墳全体図１／200、ｌ／240鉄鎌・馬具ｌ／２

石室展開実測図ｌ／4０ガラス小玉ｌ／ｌ

前庭部実測図ｌ／6０帯金具２／３

周堀土居断面図ｌ／８０

墳丘断割土居断面図ｌ／８０

石室遺物出土状態図ｌ／４０，１／6０

３．巻末の遺物写真の縮尺は統一していない。

４．遺構図の出土遺物及び出土位置ドットに付けられた数字は遺物実測図の番号と一致する。

５．第１図は建設省国土地理院発行の２万５千分の１の地形図「渋川」を－部加筆して使用した。

第２図は富士見村役場発行の２千５百分の１原形図をｌ／5000に縮尺して使用した。

６．石室の左・右は入口側から奥壁へ向かっての左・右である。前庭部も同様である。

７．古墳の墳丘法面等の石積については、葺石、貼石、外護列石などと呼称されているが、本書では葺石、

石積の両者を用いている。但し、検出状況や性格を厳密に規定して使い分けているわけではない。

Ｐ 
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Ｉ発掘調査の経緯

１．発掘調査に至る経緯

富士見村では昭和58年度から県営ほ場整備事業富士見地区に伴う埋蔵文化財の発掘調査を行っている。昭

和64年度には大字横室の字陣場、字上庄司原、字下庄司原で面工事が予定されていたが、本地域は富士見村

でも有数の遺跡地帯として周知されていたため、年度当初から発掘調査に着手できるように、昭和63年度の

早い段階から関係機関と協議を行った。昭和63年度の発掘調査は大字米野において６月から10月まで行った

が、調査終了後のできるだけ早い時期に試掘調査を行い、調査計画を立てることとなった。試掘調査は主に

道水路予定地部分について行うこととなったが、面工事実施年度以前の調査であるため上作物補償が必要と

なり、その物件調査と遺物散布調査を合わせてまずおこなった。約24haの工事予定面積のうちの過半部、約

l5haに遺物の散布が認められた。試掘調査は平成元年１～３月に行い、この結果を元に前橋土地改良事務所、

富士見村役場土地改良課、富士見・北橘土地改良区、村教育委員会で協議を行い本調査の区域、調査期間等

が決定された。

2．発掘調査の経過

発掘調査は平成元年度当初から調査準備を行い、ほ場整備事業の工事工程に合わせて、４月中旬にまず陣

場遺跡から開始した｡

陣場遺跡の調査はまず南北の支線の平安時代集落の調査から開始し、順次横幹線から縦幹線およびその東

の切士部分へと進んだ。縄文時代集落の調査は切士部分と縦幹線から開始し、平安時代集落とはほぼ逆の工

程で進んでいった。古墳の調査には長期間かかると予想されたため、集落の調査と並行する形で当初から着

手した。まず陣場１号古墳の立木の伐採を行ったが、終了間際に樹上で小鳥が営巣中であったため一旦伐採

を中止し、２号古墳の調査を先行し、１号古墳はひな鳥の巣立ちを待って調査を再開した。８月中旬に現地

説明会を行い、９月中旬には終了した。下庄司原西遺跡の調査は９月初旬から表土剥ぎを開始した。縄文時

代の遺構・遺物が少なかったため、平安時代集落と並行して調査を行った。この間、陣場１．２号古墳の墳

丘断割調査、下庄司原１号古墳の調査も並行して進めた。下庄司原西遺跡の集落部分の調査が終了した段階

で下庄司原東遺跡の調査を開始した｡下庄司原東遺跡はおおむねＡ～Ｄ区の順に方形周溝墓を優先する形で、

平安時代～縄文時代へと調査を進めたが、この間に下庄司原１号古墳の調査を終了し、さらに上庄司原４号

古墳・２号古墳の調査を開始した。下庄司原東遺跡の調査の終了後、上庄司原２号古墳・４号古墳の石室調

査が一段落した段階で上庄司原西遺跡１号方形周溝墓・平安時代集落の調査を行い、上庄司原１号古墳の調

査も着手した。さらに、上庄司原２．４号古墳の外部施設調査から上庄司原東遺跡集落調査へと進み、この

間上庄司原３号古墳の調査も並行して行った。

上庄司原1号古墳の調査は記録保存の予定で開始したが、予想以上に残りが良かったため現状保存も視野

にいれての調査となった。行余曲折はあったが、最終的には現地保存と決定されたため、墳丘の断ち割り、

解体調査は行っていない。上庄司原２号古墳と４号古墳も現地保存を目指し協議を行ったが、最終的に記録

保存と決定されたため、不十分ではあるが解体調査を行った。なお、石室石材については移築の予定で上庄

司原1号古墳脇に保存した。

（ 
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第１図遺跡の位置及び周辺の遺跡図
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Ⅱ地理的・歴史的環境

１．遺跡の位置

富士見村は群馬県のほぼ中央部に位置する。上毛三山の－峰赤城山の南西麓から赤城山頂までを含む狭長

な村である。県庁所在地である前橋市の北側に隣接しており、さらに西側には北橘村・赤城村、東側には宮

城村・大胡町など赤城山麓の勢多郡の各町村が隣接している。

陣場・庄司原遺跡群の所存する字横室は富士見村の南西端部に位置する。遺跡群はさらにその西端に位置

し、道路を隔てて前橋市田口町と接している。北西約１kmには側群馬県埋蔵文化財調査センターがある。

2．周辺の遺跡

陣場・庄司原遺跡群（第１図１）周辺には様々な時代、種類の遺跡が分布しているが、ここでは古墳時代

（特に古墳）を中心に説明したい。

上庄司原１号古墳の北東約200ｍに本年度調査を行った初室古墳（同図２）がある。墳丘径約１５ｍ（周堀を

含めて約35ｍ）の円墳で、自然石乱石積みの両袖型横穴式石室を有す。遺物の大半は盗掘されていたが、金

銅製の頭椎大刀柄頭、馬具などが出土した。３は道上古墳で、台地の崖端に２基の山寄墳があり、末盗掘の

可能性もある。４は中古墳で河原石積みの両袖型横穴式石室が開口する。５は九十九山古墳である。独立丘

上に占地する本村唯一の前方後円墳である。全長約66ｍを測り袖無型横穴式石室が開口する。

このほか、北東約１kmの字引田に数基、北約１kmの字米野～山口、南方約２kmの原之郷に数基～十数基、

東方約2.5kmの時沢古墳群に数十基の後期～終末期古墳が存在したが､現在ではほとんど平夷されている。西

方約0.7kmの前橋市田口町には角閃石安山岩削石積両袖型横穴式石室である塩原塚古墳が現存する。

古墳時代の集落遺跡は法華沢川を挟んで陣場遺跡のすぐ南方に田中田遺跡（同図６）がある。古墳時代前

期から後期までほぼ間断無く継続する集落で、陣場・庄司原古墳群と密接に関連しているものと思われる。

南方約0.5kmには岩之下遺跡（同図７）がある。古墳時代後期から奈良･平安時代の集落跡である。字田中か

ら字道上にかけては古墳時代後期の集落が展開する(同図８）。９の原之郷久保田遺跡は平安時代主体である

が、古墳時代前期の住居跡と土坑も調査した。11の田島白川遺跡では埋士にＦＡ火山灰・軽石を堆積する古

墳時代後期の住居跡を多数調査している。奈良･平安時代の集落でもある。１２～18の字米野の各遺跡は奈良・

平安時代の集落が多く、古墳時代は最終末期のものがわずか検出されているだけである。これらの遺跡は時

期の相違や規模の大小はあるが、いずれも縄文時代の遺跡でもある。６～７，９～１１でも縄文時代の遺構・

遺物が検出されている。

３．遺跡の立地と陣場・庄司原遺跡群の概要

富士見村は標高400ｍ前後を境として、北側の山岳地と南側の山麓地におおむね分けられる。南側の山麓地

はさらに中央部から東側にかけては赤城白川扇状地であり、西側は丘陵地形となっている。遺跡群はこの丘

陵'性台地の東端に扇状地に面して位置するが、また南西約300ｍは|日利根111の崖端となっており、旧利根111と

３ 
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赤城白川の合流点に面して位置するともいえる。大まかに見れば遺跡群の東側は赤城山から南西流する法華

沢111､西側は北方約１km付近を谷頭とする谷地形により深く浸食され､この二谷に挟まれて旧利根川に向かっ

て延びる樹枝状の細長い丘陵'性台地南端である。さらに、この遺跡群の周辺は樹枝状に小支谷が発達してお

り、舌状台地等の微地形を形成している。部分的には空白部があるものの、この台地上のほぼ全面に遺跡が

展開しており、遺跡の時期や'性格により単純に区分できないが、小字名や遺跡の内容、地形的条件等を加味

して遺跡を分けている。

陣場遺跡は小字陣場に所在する。遺跡群の中では最も南西に位置する。東側には法華沢川に流れ込む小河

谷が発達しており、比高５ｍ程の急崖となっている。台地全体は南傾斜面であるが、この東崖端の標高が比

較的高いため、西側にも緩傾斜している。縄文時代前期・中期の集落、平安時代の集落はこの崖沿いの台地

東側の部分に広い範囲で占地している。陣場１．２号古墳は陣場遺跡の北端近くに位置している。

下庄司原西遺跡は小字下庄司原に所在する。陣場遺跡とは谷地を挟んで東側に位置している。下庄司原西

遺跡の東側も小河谷となっており、この谷地を挟んで東側に下庄司原東遺跡が位置する。下庄司原西遺跡は

２本の小河谷に挟まれた舌状台地上に占地する。陣場遺跡と同様に縄文時代前期と平安時代の集落が主に台

地の東側に展開している。舌状台地の北端部で遺構・遺物は薄くなるが、遺跡の北側の範囲を明瞭に確認で

きたとは言い切れず、下庄司原東遺跡等と連続している可能性もある。下庄司原１号古墳は調査区域の北端

に占地しており、すぐ東側にも平安時代の住居跡などが近接して検出されている。

下庄司原東遺跡は法華沢川と下庄司原西遺跡との間の谷地とに挟まれた舌状台地上に位置している。小字

境の農道で遺跡の境としているが、北に位置する上庄司原東遺跡へも平安時代集落は連続している様相が伺

われる。下庄司原東遺跡の場合は台地西寄りを頂部としそれぞれ西と東に向かって緩斜面となっているが、

東半部には比高差は余り無いものの、比較的広い範囲に凹地状の地形が形成されている。遺跡の中央部は未

調査のため不明であるが、台地のほぼ全面が遺跡となっていると思われる。縄文時代前期の住居は法華沢111

に沿った崖端に散在して占地する。中期の住居跡は凹地部分に単独で占地していた。方形周溝墓は台地の先

端に３基が近接して位置する。残りの１基は法華沢川に沿った崖端でさらに凹地の縁にあたる高所に占地し

ている。尚、この部分は調査範囲が狭いため、未調査区域にも他の周溝墓が存在する可能性はある。古墳時

代後期の集落は凹地部分に位置する。平安時代の集落は先述したように台地のほぼ全面に展開するが、先端

部にはまばらであり、北西部に比較的濃い密度で住居が検出されている。なお、本遺跡の主に南半部から中

近世の陶磁器が出土しているが、遺構は検出されていない。

字上庄司原は４遺跡に分けているが、西端に位置する西遺跡を除くと地形的には－面となった台地上に位

置しており、時代によっては区別できるものの、とくに平安時代の集落については明確な境をとらえること

はできない。上庄司原東遺跡は下庄司原東遺跡の北に位置する。台地がもっとも東に張り出す部分である。

縄文時代前期の集落は調査範囲のほぼ全面に展開しており、法華沢111に沿った崖沿いに北側に伸びている。

古墳２基が調査範囲の北端に並んで占地している。平安時代の集落は古墳の南側から調査範囲を越えて西側

に伸びている。密度的には余り濃くない。中世の士坑墓は１基だけが古墳の裾から出土した。

上庄司原中遺跡は上庄司原東遺跡と上庄司原西遺跡の間で上庄司原北遺跡の南側を便宜的に呼称したもの

である。ここからは試掘調査の際に古墳時代前半の住居跡が数軒検出されている。平安時代の集落は上庄司

原東遺跡、下庄司原東遺跡と一連の可能'性がある。他に古墳時代の溝なども検出されているが、諸般の事情

により調査を行っていないので、詳細は不明である。

上庄司原北遺跡は遺跡群の最北部に位置する。法華沢川に沿った台地東端に位置する主に縄文時代前期．

５ 



中期の遺跡であるが、ここも事I盾により古墳を除いて調査を行っていない。古墳は遺跡の南端に位置する。

上庄司原西遺跡は小字上庄司原の西端に位置する。東側は谷地となっており、南側にも谷地が入り込む。

方形周溝墓は東側の谷地寄りに位置している。古墳は遺跡の西端に占地しており、平安時代の集落は古墳と

谷地との間に展開している。北側の範囲は不明であるが比較的規模の小さな集落と思われる。

各遺跡で検出された遺構と遺物の概要については第１表に記す。

Ⅲ調査の方法

方形周溝墓は重機による表土剥ぎ後、基本的に東西南北に士層観察用のベルトを残し掘り下げた。土居断

面・断面はｌ／１０，１／20で記録した。平面図は基本的に平板実測を行い、１／20,1／40で記録した。

主体部の検出作業は、掘り込みが認められなかったため、すべての周溝墓が地山面下まで削平されている

と判断し、下庄司原1号方形周溝墓で断ち割り調査を行っただけである。

古墳の表土剥ぎは周堀周辺は基本的に重機で行ったが、墳丘部分は人力で行った。周堀埋土の掘削につい

ては、試掘調査により埴輪の樹立一崩落はないと予想されたため、ある程度重機で掘り下げを行った後人力

で精査した。墳丘及び周堀の平面実測はｌ／40、石室の展開実測は１／10、土居断面・断面実測はｌ／20～ｌ／

40で行った。墳丘の断ち割りは重機で行った。基本的にトレンチ調査であり、上庄司原４号古墳だけは、石

室移築保存のための石材搬出作業を兼ねて、盛土あるいは地山まで墳丘部の全面排土を行い、石室の掘り方

調査も行った。上庄司原２号古墳については移築保存の可能性も考えて、墳丘を除去し、石材の搬出作業を

行ったが、調査期間の都合もあり石室解体調査などはほとんど行えなかった。上庄司原1号古墳は現地保存

となったため、墳丘の断ち割りなどは行っていない。

石室展開実測、墳丘全体図の作成は基本的に業者委託した。士層断面実測等は直営で行った。

写真はモノクロ・カラースライドともに35mmだけで記録した。

古墳・方形周溝墓の全景写真は気球撮影を行ったが、上庄司原３号古墳・上庄司原西遺跡１号方形周溝墓

については調査工程の関係で撮影を行えなかった。

1Ｖ士層堆積
表土（砂質暗褐色士）

調査地の台地部分では各遺跡ともに基本的に同

様な堆積状況である。

表土（耕作土一浅間Ｂ・Ｃ軽石、榛名山ニツ岳

ＦＰ軽石を含む砂質暗褐色士）の下にすぐローム

漸移層あるいはローム層が現れる。

台地傾斜面の下方や谷地部分では古墳時代以

降、あるいはそれ以前の火山噴出物（示準層）を

堆積する場所もあるが、台地上では遺構の埋士中

に認められるだけである。ここでは、模式的に本

地域の堆積層順を示したい。

黒色士（浅間Ｂ軽石純層を含む）

黒褐色士(FP､浅間Ｃ軽石を含む）

ＦＡ層（ＦＰ軽石含む）

黒色士（浅間Ｃ軽石含む）

褐色～黒褐色士（ローム漸移層）

黄褐色士（ローム層）

第３図基本士層模式図
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第１表陣場・庄司原遺跡群概要表

Ｑ 

７ 

遺跡名 調査期間 調査面積 検出された遺構 備考（検出された遺物など）

陣場遺跡 元年４月１５日

戸、－〆

元年９月15日

約6,000ｍ？ 縄文時代竪穴住居跡

関山・黒浜式３軒

諸磯ｃ式４軒

加曽利Ｅ式１５軒

称名寺式２軒

時期不詳１軒

縄文時代土坑５０基以上

古墳時代終末期古墳２基

平安時代竪穴住居跡７３軒

時期不詳士坑・溝その他

縄文時代の出士遺物では諸磯ｃ新式期の士

器が比較的まとまって出土している。また

白色凝灰岩製の小型石棒も出土している。

、

加害利Ｅ式期は住居軒数も多く、良好な資

料である。称名寺式期は敷石住居跡で、良好

な一括資料が出土している。また士坑から注

口土器が出士している。

本報告書

平安時代の遺物では鉄製品が多いことが特

記される。１軒の住居から鋤鍬先・鋏が出土

している。また、銅製帯金具や刻字紡錘車が

出土している。平安時代集落は９～11世紀ま

で続く。

下庄司原西遺跡 元年９月１０日

￣、-〆

元年11月１５日

約5,000ｍ？ 縄文時代竪穴住居跡

前期（諸磯期他）４軒

縄文時代土坑５基

古墳時代終末期古墳１基

平安時代竪穴住居跡２０軒

土坑・ピット多数

溝２条

本報告書

平安時代の竪穴住居跡の１軒から士錘350

点以上が出土した。同跡からは灰釉陶器瓶子

(小瓶）１点と鉄製鎌も出土している。隣接

する住居からも灰釉陶器瓶子（小瓶）が出土

している。

下庄司原東遺跡 元年10月１日

ｸﾞ■、､〆

元年11月30日

約6,500,2 縄文時代竪穴住居跡

前期（花積下層、黒浜、

諸磯ａ式期）５軒

中期（加曽利Ｅ式期）１軒

古墳時代前期竪穴住居跡１軒

方形周溝墓４基

後期竪穴住居跡９軒

奈良･平安時代竪穴住居跡４１軒

土坑・溝など

本報告書

古墳時代後期、奈良・平安時代ともに良好

な一括遺物が出土している。鉄淳も出土して

いる ○ 

上庄司原西遺跡 元年１１月１日

ﾀﾞ■、-'

２年１月１０日

約1,800ｍ？ 古墳時代前期方形周溝墓１基

中期溝１条

終末期古墳１基

奈良･平安時代竪穴住居跡６軒

本報告書

本報告書

上庄司原東遺跡 元年11月５日

ｸﾞｰ、='

2年３月１５日

約5,000ｍ？ 縄文時代竪穴住居跡

前期（関山、黒浜、

諸磯ｂ式期）４軒

古墳時代後期古墳２基

平安時代竪穴住居跡７基

土坑墓１基

中世土坑墓１基

小型石棒が２点出土している。このうち１

点は諸磯ｂ式期であるが、１点は黒浜式期の

可能性がある。

本報告書

平安時代土坑墓から灰釉陶器の長頸瓶が出

土している。

上庄司原北遺跡 元年11月15日

－，.ﾌﾟ 

元年１２月５日

約300㎡ 古墳時代終末期古墳１基 本報告書

試掘調査では縄文時代前・中期の遺物包含

層・士坑群、時期不明の溝などが多数検出さ

れている。

上庄司原中遺跡

(試掘調査のみ）

古墳時代中期頃の住居跡

古墳の周堀の可能`性のある溝



； 11, 尖
ご〃

Ⅶ
１
 

１
１
、

‐
１
１
 

１
１
 ハ 住

へへ２住

～ﾐﾐﾍﾍ 
～ 

Ｆ
１
～
 

～
 

１
 

ミ
ニ
Ｃ
ｌ

得
『
得
「
つ
・
つ
つ １１ 

’１ 

h 
nl 
h 
nl 
h 
nl 

ｉｉｌｉ 
）Ｉ 

１号１号１号

。。。

ﾐﾐﾐｰ颪二三』ﾐミﾐミ
．ごヘーニLZL99

。。。

処｡０処｡０処｡０処｡０処｡０
Ｃｌ 

、

、

2号

3号3号3号3号3号
ロ

０１：２００ 

皀占=当芒三ｍＺ 
⑫CＯ ⑫CＯ ⑫CＯ ⑫CＯ 壁CＯ

１６８．００ １６８．００ 

I旦乙2り

第４図下庄司原東遺跡ｌ～３号方形周溝墓

８ 



Ｖ検出きれた遺構と遺物

１．方形周溝墓

(1)下庄司原東遺跡１号方形周溝墓（遺構第５．６図、遺物第７図、ＰＬ４．５．２８）

下庄司原東遺跡の台地突端部に２．３号方形周溝墓と近接して位置する。全体的に後世の浅い攪乱が激し

く、西側の溝先端部の形状は不確実である。ほぼ同時代と思われる１号住居跡、平安時代の２号住居跡、時

期不詳の２．３号溝が重複する。後方部南東端部は崖際の為調査を行えなかった。構築場所の地形は全体的

には南傾斜面であるが、前方部はさらに西傾斜面にかかって位置する。標高は169.40～170.70ｍを測る。

平面形状は中心軸を東西方向にとる前方後方形を呈する。方台部の形状は、後方部は北辺と南辺がほぼ平

行し、西辺がこれに直交するが、南辺が北辺より若干短いため台形気味の隅丸長方形状を呈する。前方部は

北西端部で溝が途切れるが、全体的には西辺を底辺とする縦に長い台形状を呈する。ただし、西溝は外方に

向かって孤状を呈する傾向にある。規模は方台部全長が中心軸で18.8ｍ、後方部最大長約12.0ｍ、前方部長

7.2ｍ、後方部幅約9.6ｍ、前方部最大幅5.5ｍ、<びれ部幅2.9ｍを測る。周溝外側の形状は後方部は方台部

の形状と相似するが、前方部はくびれ付近の溝幅が最も広く、西へ行くに従い漸減するため、台形ではなく

ほぼ方形状を呈する。溝幅は最大3.7ｍ、深さ1.4ｍを測る。断面形状は逆台形状を呈し、東溝が若干浅くな

るものの、全体的には平坦に掘り込まれている。周溝も含めた規模は東西約20.7ｍ、南北14.4ｍを測る。

前方部の周溝は前述したように北西部が途切れるが、傾斜面でもあり原状も途切れていたかどうかは不詳

である。しかし、北溝の西端部の立ち上がり方から推察するとやはり途切れていた可能性が強い。

覆土上層にはＦＡ層が純層堆積する。南溝の縁辺にピットが検出されており、覆土等の様相から本跡に伴

う可能性も考えられる。主体部は検出されていない。

遺物はくぴれ部の両側の溝埋土を中心に出土している。器種は全て壺型で、南側の溝埋士下層から完形と

胴下半部の２点が、北側溝中に完形１点、後方部肩上に焼成後底部穿孔したものl点が出土した。また、<

びれ部北側の溝底部から少量ではあるが赤色顔料が検出された。

(2)下庄司原東遺跡２号方形周溝蟇（遺構第８図、遺物第９図、ＰＬ４．５．２８）

１号方形周溝墓の南側に３号方形周溝墓と東西に並んで位置する。東側は崖際の為調査を行えなかった。

全体の２／３ほどが調査できたと思われる。後世のカマポリ等の耕作により攪乱されているため、全体の調査

ができなかったこととも合わせ、不明確な部分が多い。標高は167.50～169.40ｍを測る。

方台部形状は検出面においてやや歪んだ方形状を呈する。溝外周の形状のほうが整った方形状を呈するよ

うである。周溝は北溝西端部で途切れるが、浅く続いていたのを掘り残した可能｣性がある。南西隅部は攪乱

が激しかったが、検出面では周溝が途切れるようである。南溝と北溝は中央部が深くなっているが、西溝は

ほぼ一定の深さで掘られている。規模は方台部長が南北7.5ｍを測り、東西は調査範囲内で7.5ｍあるため、

東西方向に若干長いと思われる。周溝を含めると南北約10.5ｍ、東西９ｍ以上である。周溝の深さは最深部

で検出面から約60cmほどである。

主体部は検出されていない。

遺物は南溝から器台及び土器細片が少量出土しただけである。

９ 
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第５図下庄司原東遺跡１号方形周溝墓全体図(１）
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■可 ｅ－ｅ'士層説明

①ＦＡを含む暗灰褐色士

②ＦＡ層

③黒色士Ｃ軽石を多量に含む

④黒褐色士③を混入する

⑤黒褐色土Ｃ軽石を多量に含む

⑥黒褐色士Ｃ軽石は少なめ

⑦褐色士軽石は少ない

⑧褐色土に黄褐色士（ローム）

⑨黒褐色士に黒色士Ｃ軽石比較

的多い

⑩茶褐色士ににぶい褐色土

⑪黄褐色士とにぶい黄色士

ｆ－ｆ'士層説明

①黒褐色土と黒色士

②黒色士暗褐色土ブロックＣ軽石を多量に含む

③褐色土に暗褐色土Ｃ軽石は少ない

④にぶい褐色土粘性少なく軽石ほとんど含まない

⑤褐色土と黒褐色士

(」

第６図下庄司原東遺跡１号方形周溝墓全体図(2)
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第７図下庄司原東遺跡１号方形周溝墓出土遺物

(3)下庄司原東遺跡３号方形周溝墓（遺構第10図、遺物第11図、ＰＬ４．５．２８）

２号方形周溝墓の西側に位置している。北溝と南溝の西端部、南溝の東端寄りは攪乱を受けている。西辺

部の周溝は検出されていないが、この周辺は攪乱が激しく、また傾斜地のため削平されてしまったことも考

えられ、原状も巡っていなかったという確証はない。標高は167.70～168.80ｍを測る。

南辺と北辺はほぼ平行するが、全体が歪んでおり菱形状を呈している。北溝と東溝は上幅に比較して深い

が、南溝は他の部分に比較して広く浅い。方台部及び溝外縁形状ともにほぼ相似形である。方台部は南北7.

0ｍを測り、東西は7.5ｍ以上である。周溝を含めて南北8.9ｍ、東西8.0ｍ以上である。周溝は北溝～東溝が

上幅50～80cm、深さ60cm、南溝が上幅1.4ｍ、深さ30cmを測る。埋土は特に北･東溝はローム主体の黄褐色士

1２－ 
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第８図下庄司原東遺跡２号方形周溝墓全体図
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第９図下庄司原東遺跡２号方形周溝墓出土遺物
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〆

ゴ

１ 

′' 

10cｍ １：３ ０ 

第１１図下庄司原東遺跡３号方形周溝墓出土遺物

1４－ 



で、地山との判別が困難であった。南溝はＣ軽石含みの黒褐色土が堆積している。

主体部は検出されていない。

遺物は南溝から器台とＳ字状口縁台付甕の胴部破片が、北溝のほぼ中央底部から口縁部を欠失する朱彩の

壷が出土している。

(4)下庄司原東遺跡４号方形周溝墓（遺構第１２．１３図、遺物第14図、ＰＬ６．２９）

ｌ～３号方形周溝墓から１基だけ離れ、台地の東縁辺部中央に位置する。但し、調査区域外に他の方形周

溝墓が存在する可能性もある。南東部は崖際のため調査を行わなかった。構築場所の地形は南傾斜面である

が、多少東にも傾いている。標高は171.40～172.00ｍを測る。

北溝の中央部をブリッジ状に掘り残し、前方部の小さな前方後方形状を呈する。後方部は調査部分から判

断すると多少の歪みはあるもののほぼ正方形状を呈すると思われ、南北10.8ｍ、東西約11.4ｍを測る。周溝

の南西隅部は浅くなっているが全体的に深く、特にブリッジを掘り残す北溝は深い。ブリッジ部分(前方部）

の最小幅約2.5ｍ、長さ約3.4ｍを測る。溝の上幅は最大で約3.5ｍ、深さは北溝で最大1.2ｍを測る。周溝も

含めた規模は南北１７．１ｍ、東西16.2ｍ以上である。表土剥ぎを行った時点で方台部上にわずかな高まりが認

められ、周溝中にも方台部側から黄褐色士の流入が認められることから盛土されていたものと思われる。

主体部は検出されていない。

遺物はブリッジの西側周溝に集中して、埋士上～下位から高坏、小型壷、小型甕等が出土している。周溝

北西隅の底部には小ピットが検出され、壷の胴下半部で蓋をした甕が出土しており甕棺墓と思われる。

(5)上庄司原西遺跡１号方形周溝蟇（遺構第15図、遺物第16図、ＰＬ７．２８）

上庄司原西遺跡の乗る台地東端部に位置する｡構築場所は北から南に緩傾斜している｡標高は174.90～１７６．

１０ｍを測る。周辺には平安時代の集落跡が広がるが、調査区域内に同時期の遺構は検出されていない。上庄

司原４号古墳がほぼ真西50ｍに近接する。

方台部の形状は東西が若干長く、ややいびつな隅丸方形状を呈する。周溝の掘り方は東溝と南溝は外側に

孤状に膨らみを持ち中央部が深くなっており、北東隅部・南東隅部・南西隅部が幅狭く浅い。北溝から西溝

にかけてはほぼ一定の幅であるが、西溝の中央部は外方から溝中位までの掘り残しがあり、この部分が最も

深くなっている。溝埋士はＣ軽石を多量に含む黒色士であるが、上層にはＦＡ火山灰層がレンズ状に堆積す

る。規模は方台部が東西13.7ｍ、南北約10ｍを測る。溝の規模は東溝の上幅3.0ｍ、深さ1.2ｍ、北溝の上幅

4.2ｍ、深さ1.0ｍ、南溝の上幅2.9ｍ、深さ1.2ｍ、西溝の上幅2.4ｍ、深さ1.4ｍを測る。西溝の掘り残し部

分は幅2.4ｍ、長さ1.2ｍであり、この部分での溝の上幅は1.7ｍである。溝の立ち上がりは北溝は内側が比較

的なだらかで、外側が急傾斜で立ち上がるが、他は方台部側が急傾斜で立ち上がる。溝を含めた全体の規模

は東西18.6ｍ×南北18.5ｍである。主体部は検出されていない。

遺物は北溝の西端から壺上半部が、東溝の南寄りから赤色顔料を入れた壺下半部が出土した。また、東溝

埋土中から垳口縁部が出土した。
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2．古墳

(1)陣場１号古墳（遺構第17～21図、遺物第２２．２３図、ＰＬ８～10,30）

①調査前の状況など

「上毛古墳綜覧」富士見村第１２号である。

陣場遺跡北端に位置する｡陣場２号古墳が南１００ｍに近接する｡縄文時代及び平安時代集落の中にあるため、

縄文時代の住居跡、士坑と重複し、平安時代の住居跡が南約１０ｍに近接する。また、榛名山ニツ岳ＦＡ火山

灰を純層堆積する溝が墳丘のほぼ真下に重複している。

調査時点において周辺は桑畑・野菜畑となっていた。墳丘の北側半分弱は既に削平されていたが、墳丘の

残り約半分強は林地となっており、比高２ｍほどの高まりが認められた。この高まりの中央部から南側にか

けては細長い凹地となっており、石室は既に崩壊しているものと推察された。

②墳丘および外部施設

墳丘は上記のとおり既に北側約半分がほとんど削平されおり、残存する南側も西側はかなり破壊されてい

たが、東側は比較的旧状を留めていた。いわゆる「付け基壇」に類する構造を有し、見かけ上は二段築成の

円墳である。石室前面には前庭が付設され、右袖壁の石積みが残っていた。この右袖壁の最上段から墳丘東

側にかけてはテラス（中段）となっており、テラスの内側には石室入口から続く石積が残存していた。この

石積の根石レベルは、前庭部右側壁の位置から徐々にテラスに向かって上がっており、やがてテラス面から

葺石が始まるようになる。つまり、墳丘南東部では付け（以下略）基壇の士盛によって石積は隠れている。

テラスより外側にも前庭部右袖壁から続く葺石の存在が予想されたが、多量の円礫が検出されたものの原位

置を留めるものはなかった。墳丘西側には前庭部左袖壁の石積は残存せず、基壇の土盛りも大幅に削平され

ていたが、石室入口から続く墳丘部の石積が残存しており、また、基壇部分の葺石も若干残存していた。現

状の残存部分では東西ともに基壇が認められるが、東側のテラスは北に行くに従って徐々に幅を狭めるよう

な様相も認められており、墳丘の北側には基壇が巡っていなかった可能性もある。

墳丘の規模は残りが悪く明確に計測できないが､基壇を含めて径約16ｍ、高さは整地面上の盛土高1.8ｍを

測る。中段はテラス内側の葺石部分で径約11ｍを測る。

周堀は墳丘の北側にほぼ石室の主軸延長上にある掘り残し部分を挟んで、東西に円形・長円形に比較的深

く掘られた部分があり、そこからさらに浅く南側に続いているが、墳丘南半部周辺は耕作による削平が深く

及んでおり、周堀がどこまで続いていたかは明瞭でない。しかし、墳丘南側の残存状況からみれば、石室前

面までは及んでおらず、墳丘の南東・南西にわずか認められる凹み部分までは巡っていたものと思われる。

東側は深掘り部分で径約７ｍ、深さ0.7ｍ、南に続く部分で幅約２ｍ、深さ約0.2ｍを測る。西側は深掘り部

分で長径15ｍ×短径９ｍ、深さ0.9ｍを測る。南に続く部分で幅約３ｍ、深さ約0.3ｍが計測できる。

③前庭

右側壁の石積は比較的良く残っている。奥側ｌ／２弱はほぼテラス面まで残存するものの、先半部は根石を

含め２～３段が残存するだけである。側壁の先端がどこまで続くかは不明であるが、出土状況等から考えれ

ば、現状の先端が旧状に近いと考えられる。根石は長さ20～30cm、それより上段は10～20cmの河原石を主体

とし、数石の山石を混えた石材を横積みにしている。

石室入口右側の石積は、後世の攪乱により数石を残すだけで根石まで除去されている。石室入口のすぐ右

側（裏込に続く部分）は20cm前後の石材を用いているが、それより先は40～50cmの石材を根石としている。
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第21図陣場１号古墳前庭部

石室入口から右袖壁までの長さ2.5ｍ、袖壁の長さ3.2ｍを測る。石積の高さは約80cmである。左側壁は全て

削平されており、根石も残っていない。石室入口の左側の石積も根石が残存するだけである。前庭部の規模・

形状は、左側が不明確であるが、根石から推定される石室入口から壁までの長さは右側とほぼ同じ2.5ｍであ

り、石室入口に対してほぼ左右対称に構築されていたとすれば、かなり底辺の長い台形若しくは扇形の形状

であったと思われる。但し、石室入口左右の根石の配列は、左側は直線的であるが、右側は孤を描いており、

必ずしも左右対称に作られているわけではない。ほぼ左右対称形として前庭の規模を推定すると、奥幅約６

ｍ、前幅約１０ｍとなる。前庭内部は平坦な士面で外方（南方）に向かって緩やかに傾斜している。赤城山南

麓の該期の古墳に一般的にみられる前庭部の士坑状の掘り込みは認められない。

④主体部の構造

自然石（赤城山の地石一輝石安山岩割れ石）を主に利用した両袖型の横穴式石室であるが、一部に榛名山

ニツ岳起源の角閃石安山岩の転石および切石も用いて構築している。

天井石は崩落もしくは除去されていたが、奥壁はほぼ旧状を留めている。右壁も入口部分を除けばほぼ旧

状に近い状態と思われる。左壁は入口の石材は全て抜き取られ、羨道から玄室にかけては上部の石積みが欠

失している。全体としてみれば比較的残りの良い石室と言える。

玄室の平面形は左壁は直線的であるが、右壁は袖際を除いて多少胴張り傾向にあり、また、奥壁近くに最

大幅があり、入口に向かって幅を減ずるため、歪な羽子板状を呈している。羨道部はほぼ一定の幅である。

石室の規模は全長5.8ｍ、玄室（右壁）長約2.9ｍ、玄室奥幅約2.0ｍ、羨道（右壁）長約2.9ｍ、羨道幅約

1.0ｍを測る。
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奥壁は基本的に２石で構成さ

れている｡特に根石は径が1.6ｍ

を超える大きな石材を用いてお

り、その上に１石を乗せている。

奥壁全体の残存高は約２ｍを測

る。根石は石室内に向かってわ

ずかに傾きをもっている。上段

の石材も内部に向かってせりだ

している。

玄室右側壁は根石とその上ｌ

～２段に大振りの石材を用い、

それ以上は小振りな石材を用い

ている。現状で４～５段が残存

するが、原状でもあと１段が乗

る程度と思われる。全体的に横

方向の目通りを意識して積んで

いる。なお、床面レベルのプラ

ンは矩形に近いが、奥壁根石の

中位より上では根石の肩部から

徐々に曲を描いて右壁へと移行

するような積まれ方になってい

る。玄室左壁も根石は４石から

なるが、石材の大きさは右壁よ

りも揃っている。奥壁との接合

は右壁と異なり、ほぼ直に組ま

れている。

玄室の床面は敷石となってい

るが、東西壁際と中央部のわず

かな範囲を除いて敷石下まで攪

乱されている。

玄室入口は羨道よりも若干内

側に張りだしており、石材の積

み方も異なっていることから、

明らかに玄門を意識しているも

のと思われる。また羨道最奥部

には扁平な角閃石安山岩を用い

て梱石が設置されている。羨道

部は玄室よりも更に大きさの不
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第22図 陣場１号古墳出土遺物実測図(1)
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第23図陣場１号古墳出土遺物実測図(2)

M-n濤豈薑＝i：

揃いな石材を用いて構築している。特に右壁の根石は長さ、厚さが全く異なっ

たものを用いている。右壁は５段前後､左壁はｌ～２段が残存するだけである。

羨道部の床には敷石が完存しており、わずかではあるが閉塞石も残っていた。

閉塞石には20cm前後の河原石および５cm程の小さな山石が用いられている。

石室入口の用材は、ほとんど抜き取られ右側に残存するだけである。板状の

地業石（山石）の上に角閃石安山岩の切石が１石残存しており、入口は切石で

構成されていたものと推定される。また、入口部分の床面の用材も欠失してい

るが、ここにも切石が使われていた可能性がある。

⑤遺物出土状態

石室からは直刀１振りが出土しただけである。出土位置は玄室右壁際の床面

直上で、鞘金具等が付帯している。墳丘からは須恵器甕が出土している。出土

位置は前庭右袖部直上のテラス面から石積にかけて比較的まとまってｌ個体分

が出土したほか、西側墳丘斜面に散在してｌ個体が出土している。

ウ

Ｃ＞ 

(2)陣場２号古墳（遺構第17～21図、遺物第22.23図、ＰＬ８～10,30）

①調査前の状況など

､に位置する。墳丘西側には農道が通っており、この部分は未調査である。東側陣場１号古墳の南方約100ｍに位置する。墳丘西側には農道が通っており、この部分は未調査である。東側

は現状で50cm前後の段差がある畑の境に位置していた。墳丘は上段の畑の耕作面と平坦になるまで削平され

ており、南側は下段の畑に墳形なりに突出していた。「上毛古墳綜覧」には記載されていない。

陣場１号古墳と同様に縄文時代の遺構と重複しており、また1号古墳とも重複していた埋士上層にＦＡ火

山灰を純層堆積する溝も墳丘のほぼ中央に重複している。なお、墳丘の北東部から平安時代の須恵器・灰釉

陶器などがまとまって出土しているが、追葬に伴うものか、別の遺構が重複するのかは判然としない。

2８－ 
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第24図陣場２号古墳全体図

②墳丘及び外部施設

先述したように墳丘は耕作等により平夷されていた。先述したように墳丘は耕作等により平夷されていた。残存部分についても耕作に伴う溝や礫を埋めた士坑

等でさらに深く攪乱されており、盛土は最大でも20cm前後の厚さが残るだけである｡盛土整地面直下にはＦＡ

火山灰層が堆積している。

葺石は石室の入口から西側にかけて残存しており、農道の下にも続いている可能』性があるが、西～北～東

には検出されておらず、墳丘全体に巡っていたかどうか不明である。石室寄りは長さ30cm前後の山石を用い

た根石だけが残存し、その先は小振りな山石で２～３段が残存する。この西端には葺石とほぼ直交する石列

が検出されており、これより西側は－段高くなっている。石室入口の右側の葺石根石は1石だけが残存して

おり、やはりこれより東側は－段高くなっている。石室前面は平坦であることから、定型的な台形状ではな

いが、前庭に類似する墓前祭祀施設の可能性が考えられる。

2９－ 
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第25図陣場２号古墳石室及び葺石検出状況

周堀は南側約１／４が畑の深耕により不明であるが、東～北～西に巡っている。西側は浅いが、北～東側は

深く、特に外周の側壁や底面には古墳の周堀としては不自然な程凹凸が著しい。この部分は墳丘側の立ち上

りにも崩落が認められており、古墳構築以後に攪乱されたものと考えられる。また、この部分も含め周堀の

上層には浅間Ｂ軽石が堆積していることから平安時代以前の行為と思われる。

墳丘の形状は北側が崩落しており、南側も多少耕作の影響を受けていると考えられるものの、比較的整っ

た円形を呈している。規模は周堀の内側で約１２ｍ、葺石根石の位置で約９ｍである。周堀を含めると18ｍ前

後の規模である。周堀は突出部を除いて上幅３～４ｍ、深さは西側30cm、北側12ｍ、東側60cmである。

③主体部の構造

赤城山系の山石を用いた自然石積みの両袖型横穴式石室である。玄室はわずかではあるが、胴張状気味で

ある。かなり激しく攪乱を受けており、根石が残る程度であるが、残存する部分からある程度規模は推定で

きる。石室全長約5.0ｍ、玄室長2.8ｍ、幅は中位で1.65ｍを測る。

奥壁根石は既に倒壊していたが、基本的に１石で構成される。板状の用材を平積みしており、不足部分を

補っていた石材が原位置に残存する。玄室側壁の根石は左右ともに基本的に４石で構成されると思われ、や

－３０－ 
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第26図陣場２号古墳石室展開図

はり不足部分を小さな礫で補っている。右壁は入口側の１石が攪乱により欠失していると思われるが、左壁

は完存する。右壁根石には内面長方形の割れ石を用いており、高さはほぼ一定であるが、左壁根石は入口側

が大きく、高さは一定していない。玄室の南東部には土坑が重複しており、これより南側の右側壁材は全て

抜き取られている。

左側袖石は２段が残存する。羨道部の他の石材は全て抜き取られているが、羨道部床面の舗石位置からみ

れば玄門状に突出していたものと思われる。また、羨道左壁の長さは約1.7ｍと推定される。
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第27図陣場２号古墳出土遺物（２）
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玄室の床面には小礫が敷かれており、その下に扁平で不揃いな径５～30cmの河原石が敷かれていた。玄室

入口部分の石材は抜き取られていたが、抜き痕の形状から梱石が付設されていたと推定される。羨道の床面

は激しく攪乱されていたが、部分的に河原石の石敷が残存していた。

④遺物出土状態

遺物は玄室左壁際床面直上から直刀が出土した。これには鞘金具等が付いた状態で出土している。これ以

外では鉄鍍・鉄釘が出土しているが、出土位置は不明である。

(3)下庄司原１号古墳（遺構第17～21図、遺物第２２．２３図、ＰＬ８～10,30）

①調査前の状況など

『上毛古墳綜覧』富士見村第10号である。通称は狐塚と呼ばれていた。

調査以前においても古墳と判る墳丘の高まりが認められていたが、西側はかなり削平されている様子が伺

えた。また墳丘上部は特に石室攪乱等の痕跡は認められず平坦になっていた。現況からの高さは1.5ｍを測

り、高さが低いものの、石室の残りが良いものと期待して調査を行った。地権者の話では、墳丘葺石の石材

を多量に採取して石垣の用材としたとのことであった。

古墳の東側には平安時代の集落が近接しているが、同一台地上に古墳時代の遺構は検出されていない。

②墳丘と外部施設

調査を行ってみると先述したように墳丘の西側は墳丘まで含めて削平されていた。また、北側・東側も地

籍なりに墳裾部が浸食されていたが、南側は比較的原況を良く留めていた。墳丘の南側、石室の前面には前

庭が付設されており、石室入口両側の石積みは良好に残存していたが、袖部側壁の石積みは全く残ってぃな

、
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第29図下庄司原１号古墳前庭部石積み
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第30図下庄司原１号古墳石室展開図(1)
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第31図下庄司原１号古墳石室展開図(2)
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かつた。陣場’号古墳と同様に「付け基壇」に類する構造と思われ、袖部から続く墳丘外側の士盛も一部に

残存していたが、調査の過程で撤去してしまった。石室入口から続く葺石は東側に検出されているが、西側

は前庭部以外には残存しない。また、北側は墳丘の残りがよいと思われる部分でも検出されなかった。墳丘

の断割調査によると東側葺石の延長上に盛土の変換点が認められることから、この部分には東側のような葺

石を行わずに土盛りを行った可能性もある。なお、東側に残存していた葺石の下部は原状では墳丘内部に隠

れていたと考えられ、この外側にも前庭部右側壁から続く葺石が積まれていたと思われるものの現状では痕

跡さえも残っていなかった。残存する墳丘の形状は、西側が削平されているものの根石の位置で南西から北

東にかけて円形状を良く残しているが、北側は残存墳丘頂部においても突出している。墳丘の規模は残存す

る葺石の位置で約15～１６ｍ、前庭袖部と墳丘北側の残存状態から推定できる基壇の位置で約21ｍである。

周堀は西側と北東側の２ケ所に検出されている。西側は平面形が三曰月状で長さ24.8ｍ、幅8.4ｍ、深さ１．

６ｍを測る。北東側は長さ19ｍ、幅10ｍ、深さ1.8ｍを測り半月状を呈している。

③前庭

定型的な台形状プランの前庭と思われるが、残存状況が悪く不明確な点が多い。石室入口左右の石積は比

較的良好に残存するが、袖部側壁は根石も僅かしか残っていない。しかし、前庭部分の石積みは基壇によっ

て隠れる部分の石積とは形状・大きさが異なっており、また、基壇の盛土もある程度残存していたため、規

模・形状等が推測できる。前庭部の石積は根石も含めて長さ20cm前後の河原石を丁寧に横積みしており、基

壇に隠れる部分では多少大振りな河原石主体に雑に積んでいる。石室入口の石材（羨門）が抜き取られてい

るため推測値であるが、入口左右の石積の長さは左右ともに約2.1ｍを測り、奥幅は約6.6ｍである。側壁の

長さは左右ともに３ｍ前後、前幅は9.6ｍ前後と推定される。前庭部床面は士面であり外方に向かって緩傾

斜している。前庭部の床面直上には葺石は崩落しておらず、覆土中層以上にまとまって検出されている。全

体図中の石室前面には崩落した葺石を記載しているが、位置的には前庭入口（外縁部）に接して外側の位置

になる。石室入口前面の底面直上（整地面上）には石室石材の一部（恐らく羨門）と思われる輝石安山岩切

り石が３点散在しており、構築後の早い段階に石室が破壊されたと推察された。なお、底面下の断割調査を

行ったところ、石室石材を加工した際の切端・切屑が薄い層状に敷設されていることが確認できた。

④主体部の構造

一部に切り石を用いた自然石（赤城山の輝石安山岩割れ石）乱石積み両袖型横穴式石室である。

玄室壁材は根石も含めて全て抜き取られており、若干の裏込め被覆の用材だけが原位置を留めているだけ

の状態であった。抜き痕から玄室の根石の構成を推測すると、奥壁は基本的に１石である。側壁は左右とも

に大振りな石２石と小振りな石ｌ～２石で構成すると思われる。側壁の配列は直線的で、入口側よりも奥壁

側の幅が広いため長台形状の矩形を呈する。玄門も抜け痕の形状から自然石を用いていたものと思われ、羨

道壁から20cm前後突出している。玄室入口の床面には輝石安山岩切石の梱石が２個置かれている。また玄室

奥寄りの床面には、やはり輝石安山岩切石の間仕切が埋置されていた。床面は士面であり、他の石室のよう

な礫敷は検出されていない。床下には石材を加工したときの切屑（小粒・粉末状）が層状に敷き込まれてい

る。玄室の埋士中からは、裏込め用材とともに石材の切端が多量に検出されているが、裏込め用材中に元々

有ったものか、攪乱時点の加工屑なのかは不明である。

石室入口の石材は欠失するが、これ以外の羨道部の壁材は多少残存する。根石は左右とも基本的に３石で

構成される。石室入口には枢石状に輝石安山岩切石が埋置されている。羨道部の床面も土面であり、床面下

には切屑が敷き込まれている。閉塞材はまったく残っていない。羨道部の幅はほぼ一定であるが、若干奥の

－３８－ 



方が広いような傾向もある。尚、前記したように羨門と思われる石材が入口前に散在していた。

石室全体の形状は、玄室と羨道部の左壁がほぼ直線的に配置されているため、玄門が無ければ片袖型の横

穴式石室のような形状を呈している。

石室の規模はほとんど推定値であるが、玄室は長さ約3.2ｍ、奥幅約1.8ｍ、前幅約1.5ｍ、羨道部の長さは

玄門部を加えて約3.7ｍ、奥幅1.2ｍを測る。全長約6.9ｍである。

遺物は墳丘の周辺から須恵器甕の小破片等がごくわずか出土しただけである。

(4)上庄司原１号古墳（遺構第32～40図、遺物第41～44図、PL14～１７．２９．３１）

①調査前の状況など

「上毛古墳綜覧』富士見村第８号である。

古墳は石室巡りを除いて桑畑・野菜畑として利用されていた。石室は芋窯として利用されており、石室の

まわりには多量の礫が集められていた。

今回調査した古墳の内で最も墳丘・石室の残りの良い古墳であるが、細部ではかなり耕作等による後世の

破壊を受けている。墳丘は石室巡りを除いて盛り土上部が大幅に削平されていた。テラス部は縁辺部、特に

東側と南側は畑の境となっており削平が激しい。また、前庭部先端からテラス南端には耕作溝が深く掘られ

ており、畑の境には石積みがあった。周堀の北東部には農道が通っていた。

縄文時代の集落跡の中にあるため、土坑等が多数重複している。東側周堀南端には中世の土坑墓が１基重

複する。西方約50ｍに上庄司原２号古墳が近接する。また南側に平安時代の集落が展開する。

②墳丘と外部施設

墳丘の形状は多少の歪みがあるが円形である。墳丘の裾には石室入口から続く葺石がほぼ一周している。

葺石は残存する範囲では直に立ち上がる。葺石はある程度の間隔をおいて大振りな山石を配し、その間は根

石も大振りな山石を用いてその上に小振りな山石を積み上げる区画と、根石も含めて小振りな山石を積み上

げる区画があり、作業の単位を表すと思われる。葺石の残高は60cm前後で、それより上は削平されているた

め、葺石の高さや葺かれた角度などは不明である。石室巡りは盛土が半球状に残っているが、奥壁と左壁側

の裏込め押さえの礫が露出していた。墳丘の外側は周堀までの間がテラス状になっている。現況では墳丘か

ら外側に向かって傾斜面となっており、北半部の周堀寄りはローム層まで削平されている。墳丘寄りは地山

（ＦＡ層･黒色土居など）が残っており、その上面にはローム土を含む褐色士が覆っていたが、墳丘の崩落に

よるものか、あるいは盛り土されたものかは不明瞭であった。但し、この土居中からは礫がほとんど出土せ

ず、墳丘葺石の立ち上がり方も併せて考えると、ある程度盛り土されていたことも考えられる。テラス部の

外側には南東の一部分を除いて周堀が巡っており、その内縁には石積が検出されている。この石積は部位に

より石材の大きさや、積み上げ方が異なっている。南西部は小振りな山石を数段積み上げているが、北西部

は周堀法面の上端寄りに雑然と並べたような状況（或いは崩落した状況か？）である。北側から東側にかけ

ては東側になるほど大きな山石を根石に据えており、北側には根石の上に数段残存するが、削平の関係もあ

り東側は根石だけが残存する。周堀の切れる南東部から南側にかけては小振りな山石を用いて角度を付けて

丁寧に葺いており、耕作溝によって攪乱されてはいるが、この葺石が前庭右側袖部側壁の石積みに続くと思

われる。この葺石の外側は周堀の掘り残し部分よりも約20cm高くなっており、周堀南東端の深掘り部分で多

少幅を狭めるが、1.5ｍ前後の幅で平坦になっている。この平坦面は前庭部の底面と同レベルであり、周堀を

掘り残したブリッジ部分から始まると推定されることから、通路としての役割が考えられる。前庭部西側の

■ 
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１８２．２０ 
ｄ－ｄ'土居説明

①黒色土ににぶい褐色士ブロックＣ軽石

含む

②Ｂ軽石を多量に含む黒色土

③Ｂ軽石純層

④黒褐色士ににぶい褐色土ブロックＣ軽

石多量

⑤黒褐色士ににぶい褐色土

⑥黒褐色士と黒色土ににぶい黄褐色士Ｃ

軽石、ＦＰ含む

⑦にぶい褐色士とにぶい黄褐色士に黒褐色

士少量軽石少量

⑧黄褐色士とにぶい黄褐色土

⑨にぶい黄褐色土と暗褐色土に黄褐色土

⑩にぶい褐色土粘性あり

⑪にぶい褐色士に黄褐色土

⑫黄褐色土黄色パミス含む
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第33図上庄司原１号古墳全体図(2)
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テラス部南端にも段があるが、耕作の影

響を受けており、どの程度原状を留める

かは不明である。しかし、いずれにして

も前庭部底面よりも高く、前庭部の左右

で構造を違えていることは明白である。

墳丘の規模は径約13.6ｍ、テラス部は周

堀内側の石積で径約24ｍを測る。

周堀は北半部はほぼ一定の幅・深さで

巡るが、東側は浅くなっている。またほ

ぼ真西も幅が広くなっており、それより

南側は深さが深くなっている。この部分

の内側立ち上がりはかなり急角度であ

る。南側は入口部分の高さから見ると相

対的に浅い。尚、周堀西側の底部の際及

び肩部に柱穴が穿たれており、中には柱

穴部分を避けて周堀を掘削している部分

もあることから、古墳構築に関係する柱

穴の可能性がある｡周堀の幅は４～５ｍ、

深さは最大で12ｍを超える｡周堀を含め

た墓域の規模は31ｍ強である。

③前庭部

石室前面にはテラス部分の地山を掘り

込んで前庭を設けている。主軸方向に長

い狭長なプランを有し、袖部側壁には小

礫を積んでいる。小礫はすべて山石を用

い、横積み或いは小口積みで乱雑に積ん

でいる。先端は耕作に伴う溝によって完

全に破壊されており、残存する部分の先

端も部分的に石が抜かれている。石室入

口左右の石積の幅で中程まではほぼ平行

しているが、そこから先は弱いハの字状

に開く。底面は平坦であるが、外側に向

かってわずかに傾斜している。

石室入口の羨道閉塞施設には外側から

多量の礫を寄せかけている。また、前庭

の士が埋填されていることから、前庭部

とも現状で4.4ｍ、奥幅1.6ｍ、前幅は現

□ 

、
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1号古墳羨道部閉塞状況第36図上庄司原

の入口部分には雑ではあるが石積が施され、内部は大小の礫混じりの士が埋填されていることから、

分もある程度閉塞していたものと思われる。袖部側壁の長さは左右とも現状で4.4ｍ、奥幅1.6ｍ、Ｆ

状で2.4ｍを測る。袖部側壁の高さは石室寄りで約１ｍである。
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第39図上庄司原１号古墳石室展開図(3)

④主体部の構造

赤城山の山石を使用した割れ石積みの横穴式石室である。両袖型石室であるが、玄室の側壁は胴張り状を

呈しており、入口に向かって徐々に幅を減じて羨道部に移行するため、明瞭な袖の構造にはなっていない。

石室の規模は全長約6.6ｍ、玄室長約3.3ｍ、玄室中幅約2.2ｍ、羨道長（左壁、玄門を含む）約3.2ｍ、羨

道幅（奥寄りで）約1.0ｍを測る。

奥壁の根石は２石で、その上に３列３段に積み上げている。右側の根石は内側にずれて傾いており、裏込

めの小礫が崩れ、奥壁背面に空間部ができていた。左右壁の根石はいずれも４石で、その上に４～５段が積

まれている。左壁は比較的横の目が通っているが、右壁は石材の大きさが不統一で目は通らない。

玄室床面は大振りな山石を敷き詰め、更にその上に小振りな山石を敷いている。床面の数ケ所は士面まで

－４６－ 



の攪乱を受けており、礫敷き面もかなり乱されてい

る状況であった。

玄室入口は小振りな石材を内側に突出させて積み

上げており、玄門状に構築している。実測図には玄

室入口の床面に梱石状の配石を載せているが、実質

的には閉塞押さえの根石である。

羨道の最奥部には楯石が付設されている。平板な

礫を斜めに２石が接するように架け渡している。羨

道部は右壁の根石が３石で、その上にさらに３段積

んでいる。左壁は根石２石で、その上に２段積んで

いる。石室入口はこの壁の先に小振りな礫を雑然と

積み上げている。石室入口右側の上段は平板な礫を

積んでおり、外方にずれかかっている。羨道部の側

壁は入口部分を除けば比較的目が通っている。

羨道部には閉塞が完存している。閉塞の入口側と

玄室側には30～40cmの山石を堅固に積んでおり、そ

の中に１０～20cmの山石を詰め込んでいる。閉塞の上

面は床状に平坦にならされており、両端には桓石状

の平坦で大振りな山石が置かれていた。羨道部には

特に床面状の石敷きは認められておらず、構築面で

ある土面まで閉塞石が詰まっていたような状況で

あった。なお、この閉塞上の最奥部から人骨の一部

が出土しているが、古墳との関係や置かれた時期は

〃

、骨･骨粉
・歯

０１：４０１ｍ 

Ⅲ－－J 

第40図上庄司原１号古墳遺物出土位置図

不明である。刀

天井石は玄室部４石、羨道部２石が残存しており、羨道部との境の２～３石は抜き取られ、あるいは石室

に落ち込み、石室入口部分の天井石も崩落していた。本墳は現状保存となったために断ち割り・解体調査は

行っていないが、前庭部の検出状況や石室のレベルから、地山面に１ｍ前後の深い掘り方を穿って石室を構

築したものと推測される｡石室壁材の背面には中小の山石を用いて裏込めを施し､天井部はローム粘土で覆っ

ていた。

⑤遺物出土状態

玄室からは、奥半部の右壁寄りに耳環３個、左奥隅と左壁際南半部に鉄鎌、左袖部から馬具が出土してい

る。また、人骨は奥半部からほぼ３ケ所に別れて出土しているが、殆どは骨粉状である。歯は人骨周辺以外

に入口付近からも出土している。

前庭からは、入口の右側袖部石積み上から落ち込むような状態で須恵器腿、埋士上層に羽釜、左袖側壁際

のテラス上に土師器の坏５個体以上が出土している。また、前庭部周辺から須恵器甕類の破片が多く出土し

ており、さらに平安時代頃と思われる坏・甕類の破片も出土しているが、埴輪は出土していない。
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第44図上庄司原１号古墳遺物実測図(4)

(5)上庄司原２号古墳（遺構第45～49図、遺物第50～55図、PL18～２１．３０．３２）

①調査前の状況など

「上毛古墳綜覧」富士見村第９号である。

調査地の現況は桑畑であるが、以前は山林となっていたとのことであり、周堀北側の肩部には抜根跡が激

しかった。周辺に比べて全体的にわずかな高まりが認められ、石室周辺は小山状になっていた。頂部の南に

は崩落した天井石２石の先端が露出していた。

１号古墳の西側約50ｍに近接する。周堀北西に縄文時代前期の竪穴住居跡、西側周堀上には平安時代の竪

穴住居跡が重複する。また、畑（墳丘）の段下に平安時代の土坑墓が近接している。一帯には縄文時代前期

と平安時代の集落が広がっている。

尚、全体図については実測図を紛失してしまったため、現況測量図を元に作成した概念図しか提示できな

いことをお詫びしたい。

②墳丘および外部施設

墳丘は耕作により大幅に削平されているが、石室入口の左右と墳丘の北西部には葺石が残存する。墳丘南

側の葺石根石は石室入口から４石ずつは左右とも大きさを揃え、長さ50～60cmの角閃石安山岩の紡錘状の転

石を横積みに用いており、この上に小振りな山石を小口積み或いは横積みしている。残りの良い石室左側で

４段程度が残存する。葺石根石はさらに西方では長さ30～40cmの角閃石安山岩の紡錘状の転石を用い、底面

レベルをほぼ揃えて据えているが、東方では30～40cmで丸みのある角閃石安山岩の転石を設置レベルを揃え

ずに据えている。但し、傾向的には元々の地形に沿って東～北に向かうに従い設置レベルを徐々に上げてい

るような様相も伺われる。北西の葺石は南面と異なり、根石も含めて20cm前後の山石を小口に積んでおり、

ｌ～２段が残存するだけである。

墳丘の盛土は石室巡りを除くと大幅に削平されているが、葺石より内側にはある程度の厚さで残存する。

－５１ 
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葺石（及び推定される葺石位置）と周堀との間は傾斜なりに平坦なテラス面となっているが、特に東側は墳

丘側から周堀に向かってかなり急傾斜で、地山深くまで耕作による削平が及んでいるため、構築当初におい

て葺石の外側に盛土されていたかどうか、地山整地面のままであったかは不明であるが、断ち割り調査その

他の状況からすれば、多少の盛土を行っていた可能性も考えられる。

周堀は南端を除いて馬蹄形に巡っているが、一旦途切れて南東部にも楕円形の掘り込みがある。馬蹄形の

周堀は、北半部はほぼ一定の幅・深さであるが、西側では徐々に幅狭<、浅くなっており、東側端部では逆

に一段深く掘り込んでいる。周堀覆土上層には浅間Ｂ軽石層の堆積が認められる。周堀の規模は北側で上幅

4.5ｍ前後、深さ１ｍ以上を測る。掘り足し部分は長径約７ｍ、短径約４ｍ、深さ1.1ｍである。尚、周堀中

からはほとんど礫が出土していないことから、テラス縁辺に葺石が施されていた可能性はないと思われる。

墳丘の規模は葺石の位置で径15ｍ前後、ここから幅６ｍ前後のテラスが巡り、周堀内側の立ち上り部分で

の直径が27～28ｍ、周堀を含めた規模は34ｍを前後する。

墳丘南側、石室前面のテラス上には墳丘から崩落したと思われる多量の小礫があった。この大半は在地の

山石であり、残存する葺石と同様のものであったが､石室入口の前面約２ｍの位置には1.5ｍ四方の方形の範

囲に小振りな河原石が敷き並べられたような状況で検出された。石積みによって台形状に区画する定型的な

前庭とは異なるものの、石室入口寄りの左右の葺石根石が形を揃え大振りな角閃石安山岩を用いていたこと

とも合わせ、類例には乏しいが墓前祭祀施設と考えられる。

石室入口の手前右側には須恵器の甕が置かれていたが、墳丘上、テラス面、周堀内を含め本墳に関係する

ような遺物はほとんど出土していない。また、埴輪も１点も出土していない。

③主体部の構造

榛名山ニツ岳噴出の角閃石安山岩削石を使用した両袖型横穴式石室である。天井石は調査以前に残丘上に

露出していた。調査を行ってみると長さ２ｍ前後、幅１，超の２石が左壁の崩落により石室内にほぼ垂直に

落ち込んでいる状況であった。天井石及び上層の土砂を取り除くと石室内には主に左壁の壁材が崩れ落ちて

いた。玄室床面に崩落した壁材を取り除くと土砂に汚れていない奇麗な小礫が一面に敷かれており、構築後

殆ど時間を置かずに左壁が崩れたものと思われた。

玄室は間仕切り付近に最大幅があり、奥壁部分でわずかに絞り込まれる。また間仕切り付近から入口に向

かって徐々に幅を減じており、弱い胴張りの傾向を呈する。実測位置での玄室平面形状は羽子板状を呈する

が、奥壁付近の側壁の立ち上がりは急角度であり、入口側は持ち送りの程度が大きいため、根石位置ではよ

り矩形に近く、上位程入口付近が絞り込まれた長台形状となる。羨道はほぼ一定の幅である。玄室入口は羨

道壁よりも若干内側に張り出しており、玄門を意識したものと思われる。

石室の規模は全長約5.9ｍ、玄室長約3.6ｍ、玄室幅(間仕切り部分で)約2.2ｍ、羨道長約2.35ｍ、羨道幅

（奥寄りで）約1.0ｍを測る。

玄室の奥壁から約１／３の位置には､直方体状を呈する角閃石安山岩の削石を４石用いて間仕切りが設けら

れている。玄室の床面には小礫が敷かれており、その下に径１０～30cmの扁平な河原石が敷かれている。間仕

切り石はこの上に設置されており、棺台は間仕切り石の上面を床面としてやはり小礫を一面に敷いている。

この下に20～30cmの扁平な河原石が数段敷かれ、これ以下は前室の床下構造につながっている。床面下の礫

石の積層構造の厚さは前室において約30cmを測り、玄室部の根石のほとんどが床面下に隠れている。敷石の

下には３～５cmの厚さに壁材加工時の切端が敷かれており、その下が石室構築時の整地面となっている。

羨道部は閉塞されているが、上面は耕作等により多少の攪乱を受けているようである。閉塞は現状で上層

守
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第51図上庄司原２号古墳出土遺物(2)

に５～１０cmの小礫を10cm前後敷き､以下に径５～20cmの不揃いな礫を埋填している｡玄室入口には長さ20～３０

cmの扁平な河原石、石室入口には更に大きな30～40cmの河原石を積んで閉塞押さえとしている。なを、羨道

部には敷き石等、床面としてとらえられる構造はなく、整地面上の切端層まで閉塞石が詰まっていた。

壁材の残存状態は右壁の玄室奥半部と奥壁は良好であり、ほぼ原状に近いと思われる。右壁南半と左壁は

壁材上半が欠失しており、特に左壁の玄室南半は崩落の影響のせいか上部が急激に内側に傾いている。右壁

奥部を観察すると下半部は比較的直に積み、上半部で急激に持ち送りして玄室幅を狭めて天井石を架したも
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のと思われる。

石室壁材は全て榛名山ニツ岳起源の角閃石安山岩を用

いているが､大きさは区々で､加工の程度も様々である。

側壁は部分的に多面加工のものも含むが、基本的には一

面加工（アタリをとるための小規模な加工は除く）のも

のを小口、あるいは横積みにしている。互目積みで横方

向の目地は比較的通っている。多少奥壁寄りに大振りな

石材を用いているが、余り顕著ではない。奥壁は全体的

には側壁よりも大振りな石材を用いているが、やはり

様々な大きさのものが用いられている。但し、基本的に

は５面削りにしており、切組も認められる。側壁と奥壁

蕊
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施され、側壁と奥壁の両者にまた

がって組み込まれている。玄室の

袖部分は左右２段は玄室側に向

かって平積みされている。右壁は

この上にさらに1段残存するが、

これは横積みである。この袖部分

の石積みは前述したように、玄門

を意識していると思われる。羨道

部も玄室同様互目積みで横方向の

目は比較的通っている。石材の大

きさも玄室との間に顕著な差はな

い。

⑤遺物出土状態

玄室では棺台上の右壁際から直

刀ｌ振と刀子２本が出土した。直

刀には銀象眼の鍔が付き、茎の先

半分は欠けて離れ、奥壁際から出

土した。１本の刀子は中央部でほ

！ 
竺勿１８７６０ 1８７．６０ 1８７．６０ 

趣8０

竺勿〈勿

JKi， 崖
○ 

豆悪豆

０１：２００４ｍ 

半分は欠けて離れ、奥壁際から出

図土した。１本の刀子は中央部でほ

ぼ直角に折り曲げられた状態で出

土している。中央部の間仕切り直下からは土器類（須恵

器の腿・平瓶・フラスコ形提瓶・土師器の高坏）とその

東側からガラス小玉がまとまって出土した。右壁際の間

仕切直下からは一対の耳環と轡、鉄鍼多数が出土し、中

央部から南半部にかけて須恵器の高坏、馬具、鉄鍍がま

ばらに出土している。左壁際のほぼ中央部からも２点の

鉄鍍が出土した。羨道部では閉塞石中から土師器の小型

甕、左壁奥部の壁石の間から馬具が出土した。石室以外

では石室入口の右側から須恵器甕が出土しただけであ

る。人骨・歯、埴輪は出土していない。

第56図 上庄司原３号古墳全体図

(6)上庄司原３号古墳

（遺構第56～59図、遺物第60図、ＰL２２．３１）

①調査前の状況など

未周知の古墳である。遺物散布調査の際に平坦な畑地

の一角に多量の礫石が集積していたことにより、古墳の

存在が予想されたため調査を行った。墳丘の南側には農

道が走っており、さらにその南側は段下の畑となってい

る。

０１：６０２ｍ 

そ

第57図上庄司原３号古墳石室及び裏込検出状況
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第60図上庄司原３号古墳出土遺物

古墳時代の墳墓としては、台地の最も奥まった地点に単独で位置している。但し、この南方には埋土中か

ら小礫を出土した古墳の周堀の可能性のある溝跡が試掘調査の時点に検出されており、単独占地ではない可

能Ｉ性もある。墳丘・石室の東側には縄文時代の住居跡が重複していたが未調査である。また、試掘調査の際

に南側の近接地の数ケ所から古墳時代前～中期の可能性がある住居跡が検出されている（未調査)。

尚、全体図は石室調査時点の図面に周堀（断ち割り調査時点－１０cm前後検出面を下げている）部分を組み

合わせているため、等高線などが整合していない。
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②墳丘と外部施設

すでに墳丘は完全に削平されていた。表土を除去するとすぐに地山（浅間Ｃ軽石を含む黒色土）となり、

盛り土・葺石は全く検出されていない。周堀についても、当初地山と埋士の判別がつかず、掘削されなかっ

たかあるいは浅いために底面まで削平されてしまったものと思っていたが、墳丘の断割り調査の時点で掘り

込みを確認して調査を行った。確認面では東西に別れて掘削されているが、原状は馬蹄形に巡る可能性もあ

る。いずれにしても、現状では幅が狭く浅いため、墳丘規模もごく小規模であったと推察される。周堀の規

模は東側が長さ8.3ｍ、上幅最大1.7ｍ、深さ約30cmを測り、一定した規模で掘り込まれているが、西側は北

側が幅広く深いものの南側は急速に幅と深さを減じている。西側の長さ7.2ｍ以上、上幅は最大で2.0ｍ、深

さ約30cmである。墳丘の形状は円墳と思われるが、構造・規模は不明である。周堀内縁の計測値では径約9.

7ｍを測るが、周堀の検出面がかなり下がっていることを考慮すると、最大でも直径９ｍ以下、辛うじて石室

全体が覆われる程度の墳丘であったと思われる。周堀中から礫は出土しておらず葺石が葺かれていたかどう

か不明である。

石室入口の前面は台形状に周辺より低くなっており、石積はないが前庭が付設されていたと思われる。

③主体部の構造

小型の自然石乱石積み両袖型横穴式石室である。石材はすべて赤城山の山石（割れ石）を使用している。

玄室の形状は奥壁側が狭く、入口側が広いために長台形状を呈する。側壁の胴張り傾向は顕著でない。羨

道部はほぼ一定の幅で推移するが、入口が多少狭まる傾向にある。

石室の規模は全長約3.9ｍ、玄室長約2.2ｍ、玄室前幅1.7ｍ、羨道長（玄門を含む）約1.8ｍ、羨道幅約1.

0ｍを測る。

壁石材の大半は取り去られており、ｌ～２段が残存するだけである。奥壁根石は1石で構成されている。

玄室は左右とも３石の根石が設置されている。右壁は根石だけであるが、高さは揃っている。左壁は奥石に

比較して南２石は高さが低く、上にさらにｌ～２段が乗っている。床面は大きさの不揃いな小振りの山石を

敷き詰めているが､奥壁寄りのｌ／３ほどは比較的大きめで平板なものを用いて差を付けている。玄室入口に

は直角三角形状を呈する山石の長辺を内面にして立てた玄門が付設されている。玄門は羨道部壁面よりも内

部に突出している。玄室床面の礫敷きは羨道の奥部まで続いており、玄門の間の床面上には板状の礫を３石

置いて梱石としている。羨道部壁材は右側に２石の根石が残存するが入口の石材は抜かれている。左側は奥

と入口の２石が残存するが間が抜かれている。羨道部にも全体的に礫が敷かれていたと思われるが、かなり

激しく攪乱を受けており、中央部には残存しない。石室入口にはやはり板状の礫を１石置いて梱石としてい

るが、これは地業面上である。閉塞施設は内外とも閉塞押さえの１段目が残存するだけで、充填された礫は

ほとんど確認されなかった。

石室壁石の外側には人頭大までの山石を中心として裏込めが施されているが、現状では奥壁裏には認めら

れない。厚さは50～60cmである。調査時には人頭大以上の角礫も裏込上から数点出土しているが、崩落した

石室壁石材と思われる。

石室掘り方の調査は行っていないが、前庭底面が浅間Ｃ軽石を含む黒色土中にあることから、山側である

石室北側でもローム面に達する程度の深さ（40cm前後）の掘り方に石室が構築されたものと思われる。

④遺物出土状態

玄室からは鉄鍍破片が２点出土しただけである。また攪乱士中からも須恵器の短頸壺、甕の破片が少量出

土しただけである。

夕
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(7)上庄司原４号古墳（遺構第61～65図、遺物第66図、PL23～27.31）

①調査前の状況など

「上毛古墳総覧ｊ富士見村第１１号である。「富士見村誌」によれば大きさ12.0ｍ、高さ3.3ｍの規模で、「切

石積であったという、現存せず」の但し書きがある。地元古老からの聞き取りによれば、石室壁材は古く道

普請の用材として解体・搬出されているとのことであった。

調査前の現況は桑畑、野菜畑として利用されていた。地形的には北から南、東から西へと僅かに下る緩斜

面であり、畑の境にわずかな高まりは認められるものの、古墳の存在を確信できるような状況ではなかった

が、奥壁の頂部がわずかに頭を覗かせており、その北方に小礫を集めた小山があるため、かろうじて古墳の

可能性が伺える程度であった。墳丘の南側は別筆となるが、余り大きな段差となってはいなかった。

試掘調査は先の現地調査に基ずき、地表面に露出していた奥壁を中心に東西・南北にトレンチを設定して

行ったところ、特に北側と西側では表面観察から想像する以上に良好な盛土の高まりと周堀の掘り込みを検

出することができた。

周堀にはＦＡ火山灰層を純層堆積する溝が重複しているが、この溝は陣場１．２号古墳に重複している溝

と同じ可能性がある。東方50ｍには上庄司原西遺跡１号方形周溝墓が近接する。

②墳丘および外部施設

墳丘は耕作などにより全体的に削平されていると思われるが、円墳としての形状をよく残している。墳丘

の西側と東側の裾部には攪乱坑が重複している。西側はごく最近掘削されたものと思われるが、東側の時期

は比較的古いと思われるものの明確な時期は不明である。墳丘頂部の北西寄りは調査以前に周辺の礫が多量

に寄せ集められていたこともあり、最も原状に近い高さを残している。盛土は最も残りの良いところで構築

面上約90cm残存していた。南東部には前庭側壁から続く盛土が残存していた。葺石は墳丘の南東部で大振り

の河原石、角閃石安山岩転石を用いた根石列が検出されたが、北および西側では認められなかった。東側は

石室入口から葺石根石が連続しているのに対し、西側では前庭の石積み部分にのみ存在し、墳丘へは連続し

ないことが確認されている。しかし、北側周堀の覆土中からも多量の河原石が出土していることから、根石

は残存していないもののある程度は葺かれていたと思われる｡墳丘の規模は現状の盛土の残存範囲で東西１５．

２ｍ、南北は奥壁裏込から約８ｍを測る。現況断面の変換点で計測すると、東西･南北（前庭袖部側壁は内側

の石積まで）共に約１７ｍを測り、１６～17ｍが原状の規模と思われる。

周堀は墳丘の北側から西側にかけて巡るだけである。北側は墳丘に接するが、西側は墳丘から徐々に離れ

ていき、最大で１０ｍも離れて掘削されている。幅４ｍ前後(最大約６ｍ)、深さ40cm前後(最大60cm)を測り、

断面形状は鍋底状を呈する。

③前庭

石室の入口前には前庭が付設されている。東側部分の石積は耕作等でほとんど壊された状態であるのに対

し、西側は比較的良く原状を留めていた。石室の入口から墳丘に沿って扁平な円礫もしくは棒状の河原石を

積み上げ、羨門から約1.2ｍいったところで墳丘外側に向けて左右にハの字状に開くものである。

前庭の左側奥壁の石積は根石及び前庭部底面下になる部分には大振りの河原石と角閃石安山岩の円礫を横

積みするが、側壁との交差部分には意識的に大振りの河原石を置いている。この上に小振りな河原石を積み

上げているが、この石積は側壁を越えて約１ｍ先まで続いており、側壁位置から徐々に根石レベルを上げて

いる。この端部に１点だけ角礫が置かれるが、石積み範囲の目安と思われる。この石積の背面には川砂主体

の小礫を用いて20～30cmの厚さの裏込めを施している。

Ｑ 
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前庭部の左側側壁は２段に構築している。奥の段の石積の根石はやはり多少大振りな河原石を横置きにし

ており、その上に小振りな河原石を積み上げている。この南端にも多少大振りな河原石を斜めに横積みし、

そこから墳丘に沿って約1.2ｍの長さに石積みを施しており、この端部にも角礫を据えている。側壁の背面に

は円礫と河原砂を用いた裏込めを50cm程の厚さで施している。前段の石積は残りが悪いものの、奥段と同様

に根石を横置きし、上に小口主体に積み上げていると思われるが､残りの良い部分で１石が乗るだけである。

側壁端部から墳丘に沿った石積みは数石残るだけであるが、奥壁と側壁奥段の標石をつないだ延長上に円礫

が残存することから、これが側壁前段の石積の範囲を規定する標石と思われる。

前庭部の右側奥壁はほとんど残存しておらず、かろうじて横置きにした根石(角閃石安山岩の裁石と原材）

と河原石数石が検出されただけである。この角閃石安山岩の原材から先は墳丘南東部の葺石へと続く。側壁

は左壁の奥段に対応する部分に根石が数石残存するだけで、石積は残存しないが、高さ80cmほどの盛土が残

存している。尚、前段の石積の痕跡や盛土は確認されないため、施設されていたかどうかも不明である。

前庭の底面には小振りの河原石が平らに敷き詰められたような状態で出土しているが、残りが悪く、奥壁

際にも認められないことから、前庭部石積が崩落したとも考えられる。左右の側壁の奥の段の端をつなぐ形

で大振りで扁平な河原石を並べて、前庭内を前後に区画している。なお、前庭部底面下には小礫とともに角

閃石安山岩の削り屑が敷き込まれており、ここで石室使用用材の加工を行っていたものと思われる。

④主体部の構造

石室はほぼ南に開口するいわゆる裁石切組積の両袖型横穴式石室で、玄門、羨門が設けられている。石室

の平面形は、玄室・羨道部とも多少のゆがみはあるが、ほぼ長方形で左右対称に近い形状となっている。

石室の規模は全長5.2ｍ、玄室長約2.8ｍ、玄室幅196ｍ、羨道長約2.4ｍ、羨道幅(奥寄りで）１．１２ｍを測

る。

石室の残存状況は余り良好ではなく、側壁は一部で２段に残存している部分もあるが、大半の部分は基底

の１石のみである。奥壁は基本的に１石で全体をカバーしようとしており、その鏡石が残っていたために、

当初に近い壁面の状態を残していた。羨道部は閉塞のための河原石による填塞の下半部とその下の床面をほ

ぼ残していた。

側壁の第１段を構成する石材は、羨道左壁が５石、右壁が６石で、玄室は左右とも７石である。２段目以

上の構成は、１段目の石材の上端に切り込みのあるものや、高さに多少の変化を持たせているものが認めら

れるが、２段目をわずかに残していた左壁の状況から基本的には横方向の目地を通そうとしていると思われ

る。奥壁は、壁面の中心の大部分を１石でまかない、これを左右から小振りのものを４段以上に積み上げて

挟み込むようにしている。

壁体を構成する石材の積み上げの各所に切組積の手法が認められる。また、玄室側壁と奥壁、側壁と前壁

の接合部分でもこの手法を取り入れて、両壁を巧みに組み合わせていた。石材の積み上げには、基本的にい

わゆる「問知積」の手法が取られており、上下、左右に隣り合う石材の内側の接合面には全くといってもよ

いほど隙間をつくっていない。石材を側面から見るといずれも台形を呈しており、背後に生ずる石材相互の

隙間に角閃石安山岩のハツリ屑を差し込んで調整をはかっている。
注１

玄Pｦは松本浩一氏の分類によるＣ類で、羨道壁から造り出すタイプである。板状を呈する石材を２段以上

に横積みにしていると推定されるが、奥行きが約10ｃｍとかなり短いものである。羨門は６面すべてを加工し

た小型の裁石を使用しており、左壁で２段目まで残る。門柱石の前面は奥側へ約10度前後傾けた加工が施さ

れている。右壁は欠失する。入口下面には桓石が設置されている。やはり小型の６面加工の角閃石安山岩蔵

ク
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石を４石並べるが、右端は欠失する。枢石の設置レベルは羨道部床面上であるが、河原石の礫敷きは桓石の

下には続いていない。桓石の上面が前庭部の底面に連なり、前庭から－段下がって石室に入ることになる。

壁石に使用されている石材は、左壁の玄門が輝石安山岩であるのを除いてすべて角閃石安山岩である。

石材の加工法については羨道部と玄室部との間で基本的な違いはない。いずれの石材も、正面および上下

左右の５面について加工が施されている。また、今年度の石材調査により、点数的には少ないものの、水磨

きが施されているものが確認された。

石材の表面には朱線を残しているものも認められた。発掘調査の時点では奥壁と側壁の数ケ所の正面に認

められただけであったが、今年度の石材調査により、見落としていた正面に加え側面からも確認できた。石
注２

材調査の詳細は別稿に譲るが、総数33点の壁材のうち23ｲ同の37ケ所に検出されている。朱線の描かれた部位
注３

は、石材の正面内部・端部、恒1面の端部に分けられ、右島和夫氏による吉岡村南下Ｅ号古墳での朱線の分類

によるＡ種（石材の端部に沿って認められるもの)、Ｂ種（切り欠きの延長上に残るもの)、Ｃ種（石材の内

面にきり面とは関係なく描かれる）のいずれもが認められている。

床面は特に玄室の攪乱が著しい。羨道の床面は扁平な円礫を敷き詰めたものである。その下は角閃石安山

岩の削り屑を問層として士を固めて平坦にしている。この羨道の床下の土居面は玄門部まで続くが、ここま

では礫敷は続かない。玄室の床面は現状では客土による平坦面である。この面は、羨道部の礫敷下の士層に

連なるものであることから、これと同様の礫敷面が存在したか、戴石の敷石が存在した可能性も十分考えら

れる。この土居の下には羨道部と同様に角閃石安山岩の削り屑が層状に敷かれており、さらにその下に扁平

な河原石の円礫が敷かれていた。

壁石の最下段の石を据え付ける部分は、これを受けるために浮石質の角閃石安山岩および輝石安山岩の一

部を加工した地業用の石材が敷き並べられている。石の形状を見ると、壁石が載る部分を約１cmほど削り込

み、側面から見てＬ字型に造っている。この形が沓のようであることと、あたかもこの石を履くように壁石

の根石が設置されることから、本書では「沓石」と仮称する。

沓石は石室の掘り方内に設置されており、その下はローム地山面となるが、厳密には両者の問には粉状の

角閃石安山岩の削り屑を敷き、２～３片の小振りなハツリ屑を用いて個々の石の安定をはかっている。その

上面のレベルは全体がほぼ水平である。壁石の設置面から－段高くなって玄室内にはみ出す部分の長さは、

玄室及び羨道部左側壁下のものはおおむね１２cm前後でほぼ壁石に平行しているが、羨道部右側壁下のものに

は認められない。石材の大半は小型の原材を用いている。玄室は内面・上面・側面の４ケ所を主体に、背面

或は下面を加えた５～６ケ所までに加工を施すが、羨道左壁下は入口部分を除いて上面の－面だけを加工し

ており、設置部位による差別化の意図が伺える。しかし、羨道右側壁下は石材の大きさや加工度が区々であ

り、上記のことや平面プランも考え合わせると、この部分を最後に設置したものと思われる。尚、奥壁部の

左から３番目の石材が欠失するが、盗掘の際に奥壁の解体を試みた痕跡と思われる。

玄室内部に面する沓石の上面はほぼ平坦になるように丁寧な加工が施されており、この面に接して刀の鞘

金具が出土していることや、数カ所に鉄錆が付着していることから、石室使用時には床面の一部として露出

していたものと思われる。

石室の掘り方は、北から南への緩斜面を掘り下げて造成しており、南側には立ち上りが認められない。平

面形は長方形で、幅5.2ｍ、長さ７ｍ、最も深い北端で深さ0.8ｍを測り、底面は平坦である。この掘り方の

内側にさらに石室プランに沿って最深部で１０cmほどに掘り下げて沓石を設置している。

掘り方と壁石材との間にはこれを背後から補強する裏込めとその崩落を防止するための裏込め被覆があっ
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第65図上庄司原４号古墳沓石及び掘り方
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